
地 域 再 生 計 画 
 
１ 地域再生計画の名称 

第２期水と緑、暮らしがとけあう那珂川町促進計画 
 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 
福岡県 
筑紫郡那珂川町 
 

３ 地域再生計画の区域 
福岡県筑紫郡那珂川町の全域 
 

４ 地域再生計画の目標 
那珂川町は、昭和３１年に南畑村、岩戸村、安徳村の３村が合併して誕

生し、その後、高度経済成長と福岡都市圏の拡大に伴って、町の人口は増

加を続け、昭和５０～６０年代には、県内で人口の伸び率が一番高い町と

なった。位置的には、九州の中心都市である福岡市の南に位置し、町全体

の７４％を山林が占め、多くの自然が残っている。町の中心には、清流那

珂川が流れており、古くから灌漑用水として利用されてきたが、現在はあ

わせて水道用水や工業用水の水源としても利用されている。この那珂川は、

標高１０５５メートルの脊振山を源に、那珂川町の山村・田園部を潤し、

福岡市の南部から中心部繁華街の中州を経て博多湾へと注いでいるが、こ

の博多湾は、閉鎖性海域で、生活排水の流入により、水質悪化が進んでい

る｡ 
現在、都市化が進む那珂川町の市街化区域については、ほぼ下水道が整

備されたが、水道取水を行う上流部分の山地・田園部分では、下水道・浄

化槽の整備が大幅に遅れ、汚水処理施設の整備は急務である｡ 
那珂川町では、第４次那珂川町総合計画で「水とみどり、暮らしがとけ

あうまちなかがわ」をまちづくりの将来像としており、恵み豊かな環境を

享受するとともに、良好な環境を将来の世代に引継ぎ、住民と一体になっ

た水環境を守る取組みを進めることとしている。 
このため、那珂川町では、町内でも汚水処理に関する環境整備が遅れて

いる当該計画対象区域について、汚水処理施設整備交付金を活用し、下水

道及び浄化槽による汚水処理施設整備を推進し、汚水処理率の向上を図る

ため、平成１７～２１年度にかけて整備したところである｡更に汚水処理

率の向上を図るため、新たな地域再生計画を策定し、汚水処理施設を整備

し、併せて、住民、民間団体、事業者、行政、それぞれが連帯協力して環

境運動を実施することを通じて、清流那珂川を守り、後世に伝えるまちづ

くりを進めるものである｡ 



なお、福岡県は、水資源の安定的確保と効率的利用、利用目的に応じた

水質の保全及び健全な水環境を目指して、当該計画区域に入る御笠川那珂

川流域下水道事業の実施、県単独補助金の交付及び環境教育における講師

派遣などの支援などを行いながら、那珂川町と協働して当該地域の計画的、

効率的な汚水処理の推進を図っていくこととしている｡ 
 

（目標） 
汚水処理人口普及率の向上（現在５８．６％である汚水処理率を６４．０％

まで引き上げる） 
 
５ 目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要 

那珂川町は「第２期水、緑、暮らしがとけあう那珂川町促進計画」を進

めることにより、田園、山村域の比較的人口の密集している地域（３．７

ha）については公共下水道の整備を、また、下水道による汚水処理が難し

い箇所については個人設置型浄化槽の整備を集中的に行い、当該地域の汚

水処理率の向上と環境保全を推進させる。 
これらを通して保全される清流那珂川を守る住民意識の向上を図るため、

環境教室及び自然発見教室等を行う｡ 
福岡県は、御笠川那珂川流域下水道事業や浄化槽整備事業における県単

独補助金の交付、環境教育における講師派遣などの支援を行う｡ 
 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
○汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

 [事業主体] 
那珂川町 （平成２０年３月下水道事業認可取得済） 

[施設の種類] 
 公共下水道（流域関連公共下水道、流域関連特定環境保全公共下水道）、

浄化槽 
[事業区域] 
 公共下水道  上梶原、山田地区 

浄化槽（個人設置型） 
 ・西畑、南面里、成竹、市ノ瀬、五ヶ山地区 

      ・上梶原、山田、不入道、埋金地区の下水道認可区域を除

く区域 
[事業期間] 
公共下水道         平成２２年度～平成２３年度 
浄化槽（個人設置型）    平成２２年度～平成２３年度 

 



[事業量] 
公共下水道 

流域関連公共下水道 
 φ200  管渠延長１８０ｍ 
流域関連特定環境保全公共下水道 
 φ200  管渠延長４７５ｍ 

浄化槽（個人設置型）  合計整備基数 ２０基 
なお、各施設による新規の処理人口は下記の通り｡ 
公共下水道         １２６人 
浄化槽            ９２人 

[事業費] 
公共下水道      ７０，０００千円 

（うち、交付金 ３５，０００千円） 
浄化槽         ８，０５６千円 

（うち、交付金  ２，６８５千円） 
合 計        ７８，０５６千円 

（うち、交付金 ３７，６８５千円） 
 

５－３ その他の事業 
那珂川町では、「那珂川町環境基本計画」を定め、この中で特に重点的に

取り組んでいく環境運動を「自然を守り、未来へ引き継ぐプロジェクト」

として定め、住民、民間団体、事業者、行政、それぞれが連帯協力して実

施していくことを目指している。このプロジェクトの一つとして「清らか

な水を守るプロジェクト」があり、具体的に次の事業を行っていく。 
・ 水質保全行動マニュアルの作成と配布 
・ 廃油による石鹸作り 
・ 浄化槽の普及促進と適正な維持管理の指導 
・ 住民による水辺美化作業の推進 
・ 親水公園等の水辺整備 
・ 自然環境保全観察員制度の新設 
・ 自然観察会の定期的な開催 
・ 休耕田を町民農園として活用する 
・ 自然を知るための自然ガイド冊子の作成と配布 
なお、福岡県は、当該地域再生計画を支援するため、次の事業を行う｡ 
・ 御笠川那珂川流域下水道事業 
・ 環境教室、自然発見教室等の環境教育に対して、実施方法の指導助

言や講師派遣などの支援 
・ 浄化槽整備事業について、県単独補助金を交付 

 



６ 計画期間 
平成２２年度～平成２３年度 

 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

那珂川町では「自然を守り、未来へ引継ぐプロジェクト」を住民・民

間団体・事業者・行政が連帯協力して実施していくことを目指しており、

住民サイドでの計画推進中心組織として「エコサポートセンター（仮称）」

を設立する予定である。 
当該地域再生計画の目標達成に関する評価については、この「エコサ

ポートセンター（仮称）」に計画を報告し、目標達成状況に係る評価を依

頼する。 
県も、専門的立場から意見を述べるなどして、町とともに目標の達成

状況に係る評価に参画する｡ 
 

８ 地域再生計画の実施に関し当該地方団体が必要と認める事項 
該当なし 


